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た、この事件が発生した後、従来「自由と民
主」を標榜し、それを口実として世界各国の
内政干渉を行ってきたアメリカにおいて、「大
統領」の言論の自由が完全に剥奪されるとい
う事態が発生したことは、非常に興味深い事
態であると言えよう。 
日本政府は今後の安全保障を考えるために
も、中国との友好関係を如何に位置づけるの
か改めて慎重に検討するべきではないだろう
か。新型コロナウイルス終息後の中日関係は、
必ず好転するものと期待する。言い換えれば、
日本政府が今後如何にして自国の本当の発展
を実現するかを考えるにしても、改めて中国
との友好関係を深く見つめ、思考することが
必要になってくる。先に言ったエズラ・ヴォ
ーゲル先生が提起した「永遠の隣人」という
中日間「永遠に変らないもの」を意識しなが
ら、前向きな姿勢で「文化同源」を忘れずに
「隣人」関係を築いて行く理念を互に確認し
つつともに歩み、そうなれば、ポストコロナ
時代の中日関係は、きっと期待でき、斬新で
素晴らしい発展ができるであろう。 
